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 就労支援を必要とする学生の現状について 
 ―個別配慮に根ざした就労支援プログラムに参加する学生の調査から― 
About the current state of the students that need employment support: 
From study of the students participating in the individual employment 
support program
 平田成生子・早川徳香 


































































 　若林ら 18） の自閉症スペクトラム指数日本語版（Autism-Spectrum Quotient：以下 AQ）を用いて




えばあてはまらない」「あてはまらない」の 4件法で求め，得点が高いほど ASD傾向が高いとされる。 
 ②注意欠如・多動性障がい傾向 
 　DSM-Vの診断基準に従った注意欠如・多動性障がい（Attention Deficit-Hyperactivity Disorder：
以下 ADHD）特性項 18項目をもちいて，参加学生の ADHD傾向を検討した。DSM-Vでは，不注
意症状を示す 9項目のうち 17歳以上では 5個以上に当てはまり 6カ月以上持続している者，また






（抑うつ状態）自己評価尺度である The Center for Epidemiologic Studies Depression Scale（以下
CES-D）を用いた。CES-Dはアメリカの国立精神保健研究所により開発され，一般人のうつ病の発
見を目的とした尺度である。質問文が表す気分や身体の状態について，過去 1週間にどの程度持続
したか 4件法（「ない」「1～ 2日」「3～ 4日」「5日以上」）で回答を求める。点数が高いほどうつ















 　アンケート調査に同意し，回答が得られた学生は 18名中 4名であった（回答率 22.2％）。 
表 1　対象学生の概要
事例 性別（年齢） 相談相手 居住形態 就活状況 利用状況（回数） 参加経緯
1 男（24） 有 実家 非就活生 個別（3）／講座（4） 継続
2 女（20） 無 実家 就活生 個別（4）／講座（1） 新規
3 男（24） 有 実家 就活生 個別（7） 継続
4 女（21） 有 実家以外 就活生 個別（3） 継続
 　合計 4名が参加し，男性 2名女性 2名であった。 





 　利用回数平均は 5.5回であり，4名全員が複数回参加していた。 





 　事例別の各質問紙の結果を表 2に示す。 
 ①　自閉症スペクトラム指数日本語版（AQ-J） 
 　4名の平均得点（標準偏差）は 18.00（± 0.70）点であり，識別点である 33点を下回った。 
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 ②　注意欠如・多動性障がい特性項目 
 　4名中 3名は，DSM-Vの ADHD診断基準のうち，0～ 4項目に該当した。 
 　1名は 11項目に該当した（不注意 8項目，衝動性多動性症状 3項目）。 
 ③　抑うつ状態（CES-D） 
 　4名の，就労支援プログラム参加前平均得点は 26.75（± 12.50）点であった。4名のうち 3名が
識別点である 16点を上回っていた。識別点に達しなかった学生は 1名であり，非就活生であった。
個人間の，参加前後での得点変化を図 1に示す。 
 　参加前で識別点を上回っていた 3名は，参加後に全員得点が減少した。得点が減少した 3名のう
ち，有意差が認められたのは事例 3（p＜ 0.01）と事例 4（p＜ 0.01）であった。事例 2は有意差
が認められなかった。 
 　事例 2，4は減少後も識別点を上回る得点だった。 
表 2　事例別アンケート結果一覧
AQ ADHD CES-D 職業未決定（前／後）
事例 前 後 未熟 混乱 猶予 模索 安直 決定
1 19.00  0.00 11.00 12.00 16.00 10.00 22.00 21.00 10.00 11.00 16.00 16.00 15.00 11.00 5.00  9.00
2 18.00  3.00 25.00 17.00 15.00 14.00 18.00 16.00 16.00 15.00 14.00 10.00 14.00 13.00 5.00  7.00
3 18.00 11.00 25.00  7.00 15.00  8.00 19.00 23.00 10.00  7.00  9.00  9.00 17.00  8.00 9.00 12.00
4 17.00  2.00 46.00 33.00 16.00 15.00 19.00 14.00 12.00  9.00 11.00 10.00 12.00 16.00 4.00  5.00
平均 18.00  4.00 26.75 17.25 15.50 11.75 19.50 18.50 12.00 10.50 12.50 11.25 14.50 12.00 5.75  8.25









































 ② ― 1　抑うつについて 
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